
令和6年度 第77回札幌市中学校体育連盟陸上競技選手権大会要項 
兼第51回全日本中学校陸上競技選手権大会標準記録突破指定大会（四種競技） 

 

1.名  称   令和６年度 第77回 札幌市中学校体育連盟陸上競技選手権大会 

2.主  催      札幌市中学校体育連盟 札幌市教育委員会 札幌市中学校長会 

3.主  管      札幌市中学校体育連盟陸上競技専門委員会 札幌市中学校体育連盟陸上競技実行委員会 

4.後  援      札幌市 札幌市ＰＴＡ協議会 札幌陸上競技協会 

 

5.日  時      令和６年６月２９日（土） ９：００～ 

                      ３０日（日） ９：００～ 

 

6.場  所   札幌市円山陸上競技場  〒064-0959 札幌市中央区宮ケ丘３番地 TEL011-641-3015 

 

7.種  目      男子13種目 

                     100m  200m  400m  800m  1500m  3000m  110mH 

                     走高跳 棒高跳  走幅跳   砲丸投(5㎏) 

                     四種競技（①110mH  ②砲丸投(4㎏) ③走高跳 ④400m）  4×100mR 

                女子10種目 

                     100m  200m  800m  1500m  100mH  走高跳  走幅跳   砲丸投  

                     四種競技（①100mH ②走高跳 ③砲丸投 ④200m）  4×100mR 

 

8.参加資格    ⑴本連盟に加入する札幌市内中学校、中等教育学校、義務教育学校に在籍する生徒で、当該学校

長が出場を認めた者。 

⑵年齢は平成21年４月２日以降に生まれたものに限る。 

⑶年齢が前項の制限を越えて参加を希望する場合は、令和６年５月末日までに中体連会長へ申

し出て､所定の手続きを行うこと。 

⑷参加生徒の引率者及び監督は、当該学校の学校長・教員（養護教諭も含む）・部活動指導

員・外部指導者とする。但し、外部指導者の引率については、学校事情により、学校長・教

員・部活動指導員が引率できないと学校長が判断した場合に適用される。 

⑸監督・引率者は、部活動の指導中の暴力等により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を

受けていない者であること。外部指導者は校長から暴力等による指導措置がないこと。 

⑹外部指導者は校長が認めた者で札幌市中学校体育連盟に登録された者とする。 

⑺学校教育法第134条の各種学校（第１条に掲げるもの以外）と地域ｸﾗﾌﾞ活動の参加を認める。

但し、詳細については、札幌市中学校体育連盟内規「札幌市中学校体育連盟各種大会におけ

る参加の特例<１>」による。 

⑻各種学校から出場する場合、ﾁｰﾑは単一学校の生徒で編成されたものとする。 

⑼札幌市中学校体育連盟選手権大会の他競技に出場していない生徒。但し、以下の項目につい

ては認める。 

①夏季種目と冬季種目の重複は認める。 

②相撲は奨励種目として重複を認める。但し、全道大会出場資格を得た場合は陸上競技を優

先する。 

⑽参加者は、開催要項に掲げる個人情報の取り扱いについて了承するものとする。 

⑾地域ｸﾗﾌﾞ活動に所属する中学生 

 ①地域ｸﾗﾌﾞ活動に所属し、札幌市中学校体育連盟の各地区予選会に参加を認められた生徒で

あること。 

 ②札幌市中学校体育大会に参加を希望する地域ｸﾗﾌﾞ活動は以下の条件を具備すること。 

Ａ 札幌市中学校体育大会の参加を認める条件 

ア 札幌市中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

イ 生徒の年齢及び修業年限が我が国の中学校と一致していること（中学校に在籍してい

る生徒であること）。 

ウ 地域ｸﾗﾌﾞ活動にあっては、日常的に代表者もしくは指導資格を有する指導者の指導の

もとに適切に行われていること。 

エ 『札幌市立学校に係る部活動の方針』（平成31年３月札幌市教育委員会発出）に従っ

て、特に「６生徒・教職員双方の負担を踏まえた部活動基準の設定等（３）札幌市立学

校における部活動活動基準」を遵守していること。 

 

陸上選手権１ 



オ 当該競技を管轄する各地区競技団体に登録されていること。かつ同じ内容で地区中学

校体育連盟に登録していること。 

カ 札幌市における予選会となる全ての大会において、競技役員や審判など運営上必要な

事項に協力すること。 

キ 地域ｸﾗﾌﾞ活動で北海道中学校陸上競技選手権大会および全日本中学校陸上競技選手権

大会につながる大会に参加する場合、在籍中学校での大会参加は認めない。その逆も同

様である。 

Ｂ 札幌市中学校体育連盟選手権大会に参加した場合に守るべき条件 

ア 札幌市中学校体育連盟選手権大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わ

せ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

イ 札幌市中学校体育連盟選手権大会参加に際して、地域ｸﾗﾌﾞ活動においては、責任ある

代表者・指導者が生徒を引率すること。また、万一の事故発生に備え、傷害保険等に加

入するなどして、万全の事故対策を立てておくこと。 

ウ 札幌市中学校体育連盟選手権大会への参加に要する経費については、必要に応じて応

分の負担をすること。 

Ｃ 参加を認めない場合 

ア 札幌市中学校体育連盟選手権大会の参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明

した場合は参加を認めない。 

 ③札幌市中学校体育連盟選手権大会参加の特例細則 

在籍している学校の所属、または日本陸上競技連盟に登録をしている地域ｸﾗﾌﾞ活動の所

属のいずれかで参加できる。いずれの場合も、在籍している学校が所在する市町村（※）

より、標準記録突破指定大会、全日本中学校陸上競技選手権大会に参加する。 

ﾘﾚｰは、「移行地域ﾓﾃﾞﾙ地区や自治体主導で地域移行を進めるために発足した地域ｸﾗﾌﾞ活

動」、「地域移行の受け皿となっている地域ｸﾗﾌﾞ活動」又は登録ﾒﾝﾊﾞｰ全員が同一学校に

在籍している場合に限り、地域ｸﾗﾌﾞ活動の所属で参加することができる。複数の種目（ﾘﾚ

ｰを含む）に出場する場合、種目によって異なる所属から出場することはできない。 

標準記録突破指定大会、および全日本中学校陸上競技選手権大会には同一の所属団体か

ら出場しなくてはならない。 

(※) 以下の２つの要件を満たす場合は、地域ｸﾗﾌﾞ活動の登録所在地の市町村より参加

することができる。 

①「地域移行ﾓﾃﾞﾙ地区や自治体主導で地域移行を進めるために発足した地域ｸﾗﾌﾞ活

動）」又は「地域移行の受け皿となっている地域ｸﾗﾌﾞ活動」に在籍している場合 

②在籍している学校に希望する部活動がないこと等の場合において、北海道中学校

体育連盟が市町村をまたいだ大会参加を認めている場合 

■「地域移行の受け皿となって入り地域ｸﾗﾌﾞ活動」の定義について（北海道中体連） 

「地域移行の受け皿となっている地域ｸﾗﾌﾞ活動」とは、当該団体在籍地等の教育委員

会や学校等と連携しながら、地域移行に向けて取組を進めているｸﾗﾌﾞ（教育委員会の

承認が必要）のことであり、複数のﾁｰﾑから一部の選手のみを選抜した形でつくるよう

な地域ｸﾗﾌﾞ活動を意味するものではないこと。 

【該当競技・該当種目】 

・陸上競技ﾘﾚｰ ・陸上競技駅伝 ・体操団体 ・新体操団体 ・卓球団体 ・剣道団体 

・ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙについては、本競技細則の内容に則ること） 

※₁ 各市町村教育委員会と連携し、域内の学校部活動の地域移行に向けた具体的な取

り組みに日常的に参画したり、学校部活動を地域移行させるための団体として指定

したりしている団体であること。 

※₂ 域内の中学校の生徒が所属している団体であるということのみを持ってして、「地

域移行の受け皿」であるということには該当しないこと。 

 

9.出場制限    ⑴１人２種目以内。但し、ﾘﾚｰを除く。 

⑵出場種目において、本大会参加標準記録（次頁）を突破していること。ただし、参加標準記

録は令和５年６月１日から本大会申込までの公認大会におけるものとする。 

⑶四種競技においては、２種目以上で標準記録を突破していれば出場できる。 

⑷上記⑵⑶以外に各団体１種目２名の参加を認める。 

⑸ﾘﾚｰについて、団体ごとに男女それぞれ１ﾁｰﾑとする。 

⑹地域ｸﾗﾌﾞ活動のﾘﾚｰ出場については本要項内８-⑾-③の内容を確認すること。 

⑺ﾘﾚｰについては参加標準記録を定めない。 
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⑻複数の種目（ﾘﾚｰを含む）に出場する場合、種目によって異なる所属から出場することはでき

ない。 

⑼本大会の参加標準記録は以下の通りとする。 

種目 男子 女子 

１００ｍ １２”２５ １３”６０ 

２００ｍ ２５”４５ ２８”７０ 

４００ｍ ５８”７４ － 

８００ｍ  ２’１８”００  ２’３５”００ 

１５００ｍ  ４’４５”００  ５’２０”００ 

３０００ｍ １０’２５”００ － 

１００ｍＨ － １８”００ 

１１０ｍＨ １８”９４ － 

４×１００ｍＲ １団体１チーム １団体１チーム 

走高跳 １ｍ５０ １ｍ３５ 

棒高跳 ２ｍ３０ － 

走幅跳 ５ｍ２０ ４ｍ４５ 

砲丸投 ８ｍ５０ ８ｍ５０ 

四種競技 

１３５０点 

または、２種目以上で各種目

の標準記録を突破していること 

１６５０点 

または、２種目以上で各種目

の標準記録を突破していること 

 

10.競技方法   ⑴2024年度 日本陸上競技連盟の規則で行う。 

 

11.表  彰    ⑴各種目８位まで賞状を授与し、３位までﾒﾀﾞﾙを与える。表彰式は行わないため、各学校の引率

者を通じて賞状を受け取ること。 

⑵大会新記録を樹立した者には、新記録賞を授与する。 

 

12.申し込み   ⑴６月７日（金）までにｱｽﾘｰﾄﾗﾝｷﾝｸﾞから申し込みをおこなう。 

⑵締切り日を過ぎるとｴﾝﾄﾘｰは一切できない。 

⑶ｴﾝﾄﾘｰの時、公認記録を有する選手およびﾘﾚｰﾁｰﾑは必ず『資格記録』に入力すること。公認

記録のみ入力可能とする。ﾘﾚｰ種目も忘れずに入力すること。 

⑷選手のｴﾝﾄﾘｰと併せて『審判登録』を必ずｱｽﾘｰﾄﾗﾝｷﾝｸﾞの審判登録の欄に入力すること。 

⑸中学校においては、申し込み一覧表の代表者名は学校長とし、職印を押すこと。 

⑹地域ｸﾗﾌﾞ活動においては、申し込み一覧表の代表者名および押印は団体代表者とする。 

 

13.参加負担金   １人 800円 ﾘﾚｰ１ﾁｰﾑ 1,800円（ﾘﾚｰのみの選手の負担金は不要） 

⑴６月７日（金）必着で以下の方法により提出および納入すること。 

⑵提出するもの（以下３点）①申込一覧表 ②参加負担金（参加料） ③送金連絡票 

⑶申込一覧表及び送金連絡票は庁内ﾒｰﾙ、あるいは郵送にて専門委員長に提出すること。 

⑷参加負担金の納入は銀行振込とする。振込先は以下の通りとする。 

北海道銀行 白石支店（店番号156） 普通 1416725 

陸上競技大会 実行委員長 高橋利幸 

ﾘｸｼﾞｮｳｷｮｳｷﾞﾀｲｶｲ ｼﾞｯｺｳｲｲﾝﾁｮｳ ﾀｶﾊｼﾄｼﾕｷ 

⑸振込の際の注意事項 

①振込の「依頼人名」は必ず団体名の略称（例：清田中）とすること。 

②振込手数料は参加する団体の負担とする。 

③ﾘﾚｰのみに出場する選手の個人の負担金は必要ない。 

④領収証は大会当日に発行する。 

⑤金額に誤りがないか必ず確認すること。 

⑥送金連絡票の書式に従い、「通信陸上参加料」を合算して振り込むこと。 

 

14.観戦者（保護者）の来場について 

⑴観戦者（保護者）の入場は8:00以降とする。 

⑵場内の駐車場は競技役員専用となるため、観戦者（保護者）の駐車はできない。 
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⑶来場する場合はできる限り公共交通機関を利用すること。自家用車で来場する場合は近隣の有

料駐車場を利用すること。競技場周辺での路上駐車、無断駐車は絶対にしないこと。 

⑷大会本部および円山陸上競技場は、いかなる事故、ﾄﾗﾌﾞﾙにも責任を負わない。 

⑸観戦できる場所は「ｽﾀﾝﾄﾞ席」のみとする。 

⑹芝ｽﾀﾝﾄﾞ、招集所、大会本部など、選手及び競技役員が使用する場所への立ち入りを禁止する。 

⑺観戦者（保護者）の出入り口は、北小ｹﾞｰﾄおよび南小ｹﾞｰﾄとする。保護者が利用できるﾄｲﾚは、

北大ｹﾞｰﾄ（100mｺﾞｰﾙ側）ﾄｲﾚのみとする。 

⑻競技場内においては競技役員および大会本部の指示に従うこと。 

⑼肖像権保護および盗撮防止の視点により、子以外の写真およびﾋﾞﾃﾞｵ等動画の撮影は控えるこ

と。撮影できる場所は、15-⑸に示す観戦ｴﾘｱ内のみとする。 

⑽ﾄﾗｯｸ種目のｽﾀｰﾄ時および準備動作中に撮影することはできない。 

⑾望遠ﾚﾝｽﾞやﾌﾗｯｼｭ撮影、赤外線撮影装置を利用した撮影、およびﾄﾞﾛｰﾝによる撮影を禁止する。

三脚や自撮り棒を使用しての撮影は、他の観客の迷惑になる場合があるので配慮すること。 

⑿競技と関係のない目的での撮影、身体の一部をｱｯﾌﾟしての撮影、透過撮影、その他迷惑行為を

禁止する。競技場内で撮影した全ての画像、動画は、大会本部にて確認させていただく場合が

ある。 

⒀撮影した画像、動画の販売および営利目的の利用を禁止する。 

⒁競技者および競技者の保護者等の承諾を得ずに撮影したり、撮影した画像、動画をWeb上にｱｯ

ﾌﾟﾛｰﾄﾞしたりすることを禁止する。 

 

15.個人情報の取り扱いについて 

⑴大会参加者の氏名・所属・学年は、大会運営のために必要なﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、掲示板、報

道発表、大会結果記録速報および札幌市中体連記録集「青春の軌跡」へ記載のために利用す

る。 

⑵選手の生年月日は、出場資格等で年齢を確認しなければならない場合は取得する。 

 

16.そ の 他  ⑴ｱｽﾘｰﾄﾋﾞﾌﾞｽ・腰ｾﾞｯｹﾝは各団体で用意する。（選手のｱｽﾘｰﾄﾋﾞﾌﾞｽﾅﾝﾊﾞｰについて、中学校は4000

～8999までの各校に割り振っている番号を使用すること。また、地域ｸﾗﾌﾞ活動は団体ごとに割

り振っているＣ１以降の番号を使用すること。） 

⑵各団体の監督および引率者は、審判員として競技運営にあたること（団体ごとに氏名および希

望の役職をｱｽﾘｰﾄﾗﾝｷﾝｸﾞ上で報告すること）。 

⑶各団体の監督及び引率者は、大会当日は競技運営にあたるため、引率する生徒への事前指導を

徹底すること。 

⑷全道大会種目に優勝した者、および「全道大会標準記録」を突破した者は全道大会への出場資

格を得る。 

⑸ﾌｨｰﾙﾄﾞ種目（走幅跳・砲丸投）には、下記のように予選通過ﾗｲﾝを設ける。予選通過ﾗｲﾝは当日

の気象条件によって変更することもあり得る。 

⑹外部指導者にも審判など競技運営に協力していただくことがある。 

⑺800m、3000mは安全面を考慮して階段ｽﾀｰﾄとする場合がある。 

⑻1500m、3000mで周回遅れになった場合は、競技を中止させる場合がある。 

⑼共通四種競技については、全日本中学校陸上競技選手権大会の指定大会とし、標準記録を突破

すると全日本中学校陸上競技選手権大会の出場資格を得ることができる。 

⑽生徒保護の観点から試合内容をYouTubeを含むSNSへの掲載を禁止する。 

 

───────────────── 予選通過ﾗｲﾝおよび最初の高さ ───────────────── 

走幅跳  共通男子 5m70    共通女子 4m65 

走高跳  共通男子 1m41        共通女子 1m20 

（男子1m61 女子1m40以後 3cm上げ） 

四種男子 1m25       四種女子 1m10 

砲丸投  共通男子  8m00        共通女子 8m00 

棒高跳  2m10（20cm上げ 2m60以後10cm上げ） 

 

＊予選通過ﾗｲﾝおよび最初の高さについては、参加者の状況を見て参加申し込み後の専門主任会で検討し変更する

場合がある。 

陸上選手権４ 


